　「三大学則・大本教旨をめぐって」

　次に示す文章は，教学資料第三号（文責　教学研鑽所）として昭和五十一年に発行されたものである。霊界物語が口述されたように，執筆ではなく，談話として収録されている。とはいえ，その文体は談話と執筆の体裁が混在しており，一部混乱が見られる。脱落もある。本号には，木庭次守，大国美都雄，出口栄二の順番で掲載されている。今回の出版は木庭次守の編著だけを取り扱っているので，木庭次守に限定してここに再掲することになる。「三大学則について」は，昭和五十一年四月十三日談，「大本教旨」については，同年四月二十二日談のものである。

　木庭元晴が父次守から手ずから得たものには父の修正が施されている。つまり，二三の脱落字の追加箇所が数カ所，さらに漢字の修正などが見られる。これらは活字を拾う時のミスである。この修正箇所は煩瑣になるため明示しない。注記する必要がないと考えた小さな修正（例えば明らかな漢字の誤りや文字のダブリなど）は横線のみとした。年代などのアラビア数字はすべて縦書きに合うように漢数字に置き換えた。先に示した文体の混乱部分で修正した方がいいと判断したところについては，修正後の文を横線付きで示し，その直後に文字のポイントを下げた（　）内に変更前の文と変更内容を示している。（　）内に補足している場合もある。
　なお，もとの資料には三大学則と大本教旨そのものは示されていないが，読者のために，次に引用する。この文章は京都府亀岡市の大本本部，天恩郷に建立されている石碑に刻まれた出口王仁三郎自身の筆である。全体の文章の題目が「神人一致」で，次の「神は万物……………発揮す」までが，大本教旨，「学則」以下が，三大学則にあたる。この資料では，大国美都雄，出口栄二の両氏が，「神人一致」の順序に従っているにも係わらず，木庭次守は三大学則を先に，大本教旨を後に談じている。この理由は本文を読めば理解できるだろう。なお，教学資料のタイトルは木庭次守の順序に倣っている。

神　人　一　致
神は万物普遍の霊にして人は天地経綸の主体なり　霊体合一して茲に無限の神徳を発揮す
学　則
神の黙示は即吾俯仰観察する宇宙の霊力体の三大を以てす
一、天地の真象を観察して真神の体を思考すべし
一、万有の運化の亳差無きを視て真神の力を思考すべし
一、活物の心性を覚悟して真神の霊魂を思考すべし
以上の活経典あり　真神の真神たる故由を知る　何ぞ人為の書巻を学習するを要せむや　唯不変不易たる真鑑実理あるのみ
右神諦文は出口王仁三郎　明治三十一年如月九日高熊山修行の砌　案出したる教義の一部分なり
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木　庭　次　守　談

　聖師の人生観は，尊父の昇天が動機となって大変化を遂げることとなった。

　尊父の葬式に村の人が大勢やってきて，「お前のところは， eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひつじさる),坤)の鬼門に池がある。これがイカン。それから先日，表鬼門の木の枝をおろして薪にしただろう。その祟りで親が死んだのだ。」とさかんに噂をした。

　当時，人生問題になやみ，無神論になっていた聖師も，父の死因が鬼門の祟りと聞いて，大きなショックをうけ世のなかにそんなことがあるかと思いつつも，鬼門の研究に入られる。鬼門考等の関係のある書籍を読んだり， eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(そのみち),其道)の人々に意見を聞かれたが判然としなかった。そこで幼少から（の，削除）おばあさんの感化をうけておられたから，夜中に産土神社にいって， eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さんひち),三七)（二十一）日の祈願を込められる。すると満願の日に御神殿に三大学則があらわれる。聖師はこの学則によって，「宇宙には神は実存する」という確信を得られた。そこで三大学則にもとづいて道を説かれることになった。地元の地主とか，教養のある人をたずねて，といて歩かれた。ところが，一人として分かる人はなかった。友人も一人も分かるものがない。その結果が高熊山の大修行につながる（なる，を変更）のである。

　当時，聖師は乳業でかなり生活は豊かになっておられた。立場も村の顔役ぐらいになっておられるわけですが，ところがこの小幡神社でえた三大学則によって，真神が厳存されることを覚悟され，世界観（人生，を変更）が根本から変わり，宇宙観，人生観を（が，を変更）確立されたが，話しても誰一人わからない，一方では侠客と喧嘩をしてみたり聖師自身が青年の常として二面的の生活を送っていられた。内心は神にめざめ，宇宙の真理にめざめてゆかいな気持ちになっておられたが，一方ではそれまで，親に心配をかけまいと思って言いたいこともこらえておられたのが，父の死によって爆発してしまう。そして侠客との大喧嘩を九回もされることになった。今日の青年と同じようなことを思う存分やられた。他方（一方は，を変更）産土様の小幡神社で神教をあおがれた。

　そして明治三十一年旧二月九日，二十八才のとき，富士浅間神社の神使松岡芙蓉仙人の導きによって，高熊山で修行される，つまり一週間にわたって，三大学則にもとづいて考えられたわけです。

　この高熊山は神様から見れば帰神の修業になるが，聖師自身は三大学則によって宇宙を考えられたわけです。

　ですから「案出したる教義の一部なり…」という教学碑の名文にもある通り，考えると書かれている訳である。神と人一致の境地一体としての案出である。ここで本当の出口聖師の哲学が確立した。

　三大学則で一番中心になる言葉は「以上の活経典あり，真神の真神たる故由を知る，何ぞ人為の書巻を学習するを要せんや，唯不変不易たる真鑑実理あるのみ」というところにあります。

　（宇宙という，を削除）真鑑実理がある宇宙は本当の教の経文である，という宇宙教典観である。真神を理解するには人為の書巻を学習するを一切要しない，ここが最も中心になる。

　ところが聖師は，この教（三大学則）の主旨でといて歩かれたら，わかるものが一人もいなかった。ここのところに高熊山の一週間の修行の重要性があるのである。宇宙という経文を読む方法を教えなくてはならない。たしかに人為の書巻はいけない（が，を削除），神の考へである（による —，を変更）神諭（注　開祖のお筆先を開祖の要請により解釈編集した文言）に「みろくさまとは反対の智恵でなにほど考えてもわからんぞよ」とある，みろく様の考えで教える，みろく様の思考形式を教えなくてはならない。このみろく様のお考えが霊界物語である。又その鍵となるのが（開祖の）筆先でもある。

　（開祖の）筆先は，高熊山で一週間（下の神界の直前に位置していたものを移動）見せられた神界の神劇の断片で，俳優の言葉であった，というのですが，神政成就の神劇に出演する俳優のセリフであった（というのが筆先であった，を削除）。これは実にすばらしいことであり，この筆先のセリフが，聖師にますます確信を与えた。（聖師が，を削除）高熊山で三千世界を達観したことは，実に素晴らしい内容をもっているという自信を得られた。

　明治三十一年の秋に，開祖の第三女福島久子氏より（開祖の）筆先をみせられて，ハッと驚かれる。同じことが高熊山の修行中にあったのですから…また綾部で開祖様に会ってみられると第一巻にある通り，国祖大神さまが若い女の姿をあらわされた，という感じを受けられた。（当時の綾部で開祖に面会されると，を削除）高熊山の修業の中で御覧になった通りにでてきた。その後金光教の人達から（開祖のもとを）を追い返されて園部で暫く宣教に従事し郷里に帰っていられた。その時に，三ッ屋喜右衛門がたずねて来て，長沢雄楯氏のことを知らされ，静岡の清水をたずねられる。長沢翁との会見となる。（その際）母堂の豊子が「神の道は丹波から開ける。十年したら青年がたずねてくるから渡してほしい」と頼まれたとて，「本田親德先生からあずかっていた……　神伝秘書と鎮魂の玉を貴方に」と言って渡される。「本田先生は，神の道は丹波から開ける，十年したら丹波から青年が訪ねてくるから之を渡してくれと言われたが，それは貴方に違いない」と渡してくれます。なお，（追加）聖師は，明治三十一年に一度，梨の木峠（亀岡）で本田翁に拾った財布を渡された記憶があった（要チェック：　誰の財布か，拾ったのはいずれかが不明。西田さんに聞くか）。

　（長沢氏の母堂から受け取った日の）翌旧四月十五日の朝，この日は開祖様が出牢された日にも（追加）あたるが，その神伝秘書を開いてみられたら，三大学則を始め，鎮魂帰神の神法が書いてあったので，聖師は大変喜ばれた。それまでは誰も信じないから自分は精神病ではないかと考えられたりしていた。過去，現在，未来のことが見えたり，聞こえたりすることもあり，気が狂っているのではないかと悩まれていたのである（追加）。（段落替え削除）それが神殿秘書を開いてみられると，ほとんど同文で同意であるのに驚かれる。自分の見たものは，確かであった，証拠があった，正しかった，という確信を得られる。
　長澤翁のサニハの結果，聖師の神がかりに係わった小松林命は高等眷属とする「鎮魂帰神高等得業を証す」という証書を聖師は受けとる。この世で初めて自分が証明されたので余りの嬉しさに，長澤翁の弟子になったと云われています。これなど三大学則に関する出来事であります。そうとらえていくべきだと思う。ここで聖師が小幡神社でえた三大学則は本当の神示であり神勅，神教であったと確認されます。

　（あとは，を削除）三大学則をもとに人間の立場から思考して行けば霊力体の大言霊である独一真神の本体がわかる，というその思考の（形式，を削除）方法と内容をいかにしてつたえるかというのが，その後の二十四年間にわたる聖師様の苦労であった。
　高熊山の神教を，せんじつめれば三大学則による思考の形式，内容をどう人類に伝えるかという苦労であった。明治三十一年，聖師が開祖に会われると，「そなたは世界の書物を皆調べて筆先をこまこう説いて世界の人民を改心させる役……」という言葉がでてくる。
　「世界の書物をみな調べて筆先をこまこうといて聞かして世界の人民を改心させる役」という筆先における聖師の使命とそして三大学則と高熊山修業での使命の内容が合致する。大本の真髄を理解させるには，人類の知識，教養，思考の形式にあわせないといけないわけです。これは大変な苦労でもあった。

　最初，五百六十七冊の教典を書かれるが，それらを大本の（追加）幹部が燃やしてしまった。彼らには理解できなかったのである（追加）。瑞の神歌いろは歌など少し残っているが，たしかにあの形式ではわからなかったのでしょう。（紀行文のように思えた，を削除）
　たとえばいろは歌に「西にアメリカ，北にはロシア…」とあるが，当時としてはハイカラすぎて分からなかった。普通の人に教えるには，「東にアメリカ」がわかりやすい。大変むつかしい。物語にもよく（反対に，を削除）「西へ西へ進む」といって東に進んでいる記載があるが，これは西半球という意味らしい。一般には東にアメリカの方がわかりやすい。西にアメリカと書かれておれば，日本中心の地図ではなくて（追加）地球儀を見なくてはならない（くらいだ，を削除）。「西半球になるな…」と。

　当時の聖師の思考形式が一般人より進みすぎていて，一般の人にはあわない。五百六十七冊がもやされたというのも一方から見ればやむをえない。一部残っているものを現在読んでもむつかしい。
　明治三十一年から物語口述までの二十五年間の聖師様の苦労と体験と勉強は大変なものです。

　（又，を削除）物語口述開始の日は，稗田阿礼の古事記口述の日と同日です。神様は不思議な方で古事記の発表とも合わしておられる。天武天皇から勅命をうけたが二十数年間ほっておいて，太安万侶が，出てきた和銅四年の九月十八日から口述にかかり翌年正月二十八日に出来た。約四カ月間で太安万侶という大学者がまとめる。内容から見ても考えられない早さであるが，恐らくその二十余年間で資料もそろえていた。９月十八日からはその口述筆記に過ぎなかったと思われる。その期間に（追加）完全に出来ていた。（ですから，を削除）神様が係わったと思われる古事記には（追加）神代における日本神道に対する予言も示されている。

　口述筆記開始の日の一致からすると（ですから，に替える），三大学則の発表という内容の中に，古事記で示された内容（というもの，に替える）も入っていると感ぜられる。明治三十一年から物語口述開始までの（その，に替える）二十五年間は「人為の書巻を学習するを要せんや」を説明するための期間（という内容の説明，に替える）であった。

　霊界物語，神諭もすべてこれにつきている。

　（しかも，を削除）神示の作で，人類の知識の程度にあったものを作らなければならない。そしてたくさんの分量を出したら人が（追加）読まない。人の（追加）知識の程度にあわせながら神界三千年間のご経綸を宇宙創造から未来永劫にわたるご経綸，教をことごとく含めて出して行こうとされ，さらに三大学則による思考の方法を劇化して出してゆかれた。いわゆる対話の形式によってかえって多くのことを正確に伝えることが出来た。千七百巻をちぢめるとなるとそうとうの苦心がいった。今日対話の形式がはやっている様に，例えば（追加）権威者を五六人集めて云わせると，古事記はこんな気持ちで編纂しましたと一口で説明できるだろう（追加）。たしかに対話の形式は近代的表現であり（語順変更），聖師はそれを先取りされている。これは偉大です。霊界で見たままを口述したとされていますが，どうもそれだけではない。糸口をみつけてわかり易く述べてある。チャンと計算をして，人類の知識と神示とを合わせながら膨大な内容を実に立体的で簡単明瞭に表現するという形式をとられたのは実に偉大であります。

　人為の書巻に対する神示の作として人類の意志と想念に合致させる（する，
に替える）。この三大学則の思考による宇宙の霊力体三方面に亘る思考の結論が大本教旨になってくる。三大学則でずっと思考していくと「神は万物普遍の霊にして，人は天地経綸の主体なり，霊体合一して茲に無限の神徳を発揮す」という答えが出る。神示の宇宙観と人生観が生まれる。大本の教学碑（天恩郷碑）には，まず最初神人一致と題して，答え（虎の巻）を出して，次に学則として思考方法を，勉強の仕方を教えられているといえる。

　祝詞のうちの「 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(みやびのことば),感謝祈願祝詞)」にも，体力霊という表現で書かれている。「身に eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふる),触)る八十の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(けがれ),汚穢)も心に思ふ千々の迷ひも。祓ひに祓ひ，退ひ退ひ」とあって，体から霊に入っている。現界で（を，に替える）教えるにはこの思考方法が一貫している。いわゆる体力霊の順序に従った説法です。これは確かに大切です。説明するときは，まず目に見えるものから説明してゆく。まず現象の説明から入っていく。

　「天地の真象を観察して」の真象とは，目に見えないものです。我々は現象によって推測し真象を想定するのである。今日では電子顕微鏡で原子の配列まで写真にとれる様になっているが，そういう現象から入っていって神の意を理解するにいたる。原子をこのように配列すれば銅になり，又鉄はこう配列されているというように分かってくる。ここからはじめて覚悟する。その上に宇宙意志があって，その宇宙意志が金と銅を分けているということが理解できるわけです。

　聖師はいつもこの霊力体の三大学則と大本教旨は，正宗の名刀であると云われた。「これされ使えば良いのにお前達はよう使わない」といつも云われていた。答え（教旨）と勉強法（大本の大哲学ー三大学則）を分離しては活用できない。

　人についても，肉体に対しての霊体と示され，そこに本霊，本力相応じて来るとハッキリした霊力体の説明が出きる（てくる，に替える）。造化神の場合はハッキリした霊力体が確立し，地球の場合は，国常立命， eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きんかつかねのかみ),金勝要神)，素戔嗚尊の霊力体が示され，太陽にも……あらゆるものに霊力体がある。人類の場合は，神力によって霊と体が結びつけられている。そして活用が出来る。三大原則が宇宙を支配していることを物語では実にていねいに教えられています。そこを追求していくと独一真神の本体，活用，性質が明らかになる。この内容の説明が霊界物語である。以外にはない。聖師は「古事記のことども」の中で神を本体，活用，性質に分けておられるが，神の本体は天御中主神である。神の活用は宇宙の創造，運転，生成化育である。神の性質は名称と形体によって変化する。

　宇宙一切を神霊原子コエノコの結集として宇宙全体に神つまりますと見たときは言霊学となる。聖師は，今日までのあらゆる学問を統御・結集して物語におさめておられる。「古事記のことども」の論文には，宇宙の組織と人生の本義がわからなかったら治国の経綸は出来ぬと示されているが，物語にくりかえして，「この物語は，宇宙の真相，人生の本義を明らかにするものである」と明示されていて，答えを出してあります。これは学者に対する答えであり，本来宗教をはじめ一切の学問は宇宙観（神観），人生観を説かなかったら宗教でも学問でもない。宇宙創造を必ず説かなくてはならない。宇宙創造の意志となると神ということにいたる。意志とまで行かなくても，科学的法則まで行かなくてはならない。法則の上に宇宙意志があるという点まで至ったら，もはや宗教になってくる。

　大本神諭の場合には神示の哲学の三大原則で説明されている。「この神がつくったから知らぬことはないぞよ。この神が立替え立直しをするぞよ」とあり，造ったから，知っているから，直すとなり，この原則も三大学則の中に含まれている。その内容を調べよということで，造ったのは何か，知っているとは何ぞや，立替え立直しとは何ぞやと。したがって，みろくの神の内容がわかれば，その分霊，分力，分体が宇宙であるから，三大学則から見れば宇宙を調べれば，造ったという内容がわかってくる。宇宙の体的から力的方面，それから霊的方面と究極にすすむと，独一真神の，体，力，霊と次第に理解させて頂くことが出来るようになって来る。

　神の黙示という意味は明示であるが，我々三つの原則である，観察し，視察し，覚悟する力がないから一応黙示とされているのであって，本当は明示されているのである。神は言霊なりと明示されているが，我々が天は寂として語らずとか地は黙して語らずとか云うから，それに一応あわせて，神は黙って示していると示されているのである。

　ところが，黙ってではなく，宇宙には法則があるから明示されていると云える。宇宙の霊力体となると明らかに明示されている。

　最初の観察という言葉については，物語十三巻総説二（霊力体）によると，「活物の状態につき仔細に視察するにおいて，明らかに宇宙の霊力体の運用妙機を覚知し…」とあり，観察の内容は細かく仔細に視察することとある。上からも，下からも，横からも見る，いろいろ実験を加えながら見るのが観察するという意味であります。ですから吾々は日々現象を見ているので真象を知るために現象を観察する。「天地の真象を観察して…」とあるが，現象を観察することで真象が考えられます。そうすると神様は剛柔流であるとか，目に見えるものは植物的，動物的，鉱物的であることがわかる。さらに追求すると原子から電子となり遂に神霊原子にまで入って行くことが出来る。三方面の観察が現象を追って行くと出来る。

　第二の視察については，自分の姿勢を変えず視察する。あらゆる方面から自分は動かずジーとみる。太陽は動き，星が動き，植物が生成化育するのがわかる。「万有の運化」は一切の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(・),運)動と生成 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(・),化)育の略語である。「毫差なきを」と示されているのは，実際は毎年植物の花の咲き方は違うが，原則的に大きな法則的にとらえてある。大きくとらえる立場では桜は本来梅ではない。年々歳々桜は桜の性質を発揮し，梅は梅の性質を発揮している。実際は五弁が四弁になったり，七弁になったりしていて，五弁になっているのが少ないくらいです。まわりに支配されている。この全部に支配されて，変化しているということも大きくは本当は変化していないと云える。万物は法則に柔順ということであるから五弁に咲いていないのも，気候とか，栄養とかで変化していると云うことであり，元に還元する。したがって運動と生成化育を観察し自分の態度を変えず長い間視察することで，神の力がハッキリする。古事記には八力として示されている真神の力を認めることができる。

　この二つの体と力を観察，視察した上に，今度はすべてのものの心の働きを探ってゆく順序となる。するとある温度になると花が咲き，花粉が出来，そこに虫が飛んできて，それをバイカイにして子孫をハンショクさせる。一切には繁殖させる意志がある。桜でも梅でも松でも，石ころでも一つの意志を持っている。考えを持っている。単なる物質ではない。相応して生きていこうとする心を持っている。ですからどんなに科学でどのようにしても梅を作ることはできない。松の木も出来ない。改良はできるが，それをほっておくとすぐ元に戻ってしまう。万物は実に正直である。すべて心がある。梅にも，松にも，石ころにも，心があることがわかる。法則の奥にもう一つ心を見つけることが出来る。一つ違いの兄弟を見ても双子を見ても性質が全然違う。一方はのんびりしているかと思うと，一方はチョコチョコしている。人間の場合は実にはっきりしており，よくわかる。これは霊性が違うのである。一霊四魂に関係している。そういうものに到達せざるをえなくなる。勇親愛智とがあり，あの人はよく人に親しむとか，あの人はよく忍耐勉強するとか，四魂の何をより多く持っているかは子供の場合ハッキリしている。
　してみると，（宇宙間にはただ，を削除）現代科学でいう「心とは，最高度に組織された物質なり」ということは否定されなくてはならない。むしろ心が物質であれば世界を平和にするのは簡単ですがそんなものではない。霊的世界が宇宙には実在している。同じものを見るに見方が違う。霊性がかえてある国魂とか産土とかにどうしても到達するのである。

　また日本のように狭い国でありながら，長崎県と佐賀県では言葉がコロッと違うのです。全く恐ろしい程違うのである。これは霊性の奥に霊魂があるとしか考えられない。一葦の水と云えるほどの（一葦帯水といって30センチくらいの，に替える）溝を境に言葉が違う。小さい村でも字一つで言葉が違うのであります。これはやはり霊魂というものをみとめなくてはならない。こうした心性を集めて統計をとって行けば，そういう一霊四魂の世界をどうしても認めなくてはならないようになる。大宇宙と地球と日本と人の体は相応するという原則アキツノトナメというものも認めざるをえなくなる。九州・熊本がアフリカと同じ性質をもっているとか，どうも宇宙が一つの意志で相似型につくられていることが考えられます。一つの意志があるのであって偶然にできているのではない。どうも宇宙を組織する宇宙意志がある。物質的の上にもある。力の上に整然たる法則がある。その背後の奥に意志があることが分かってくる。やはり宇宙の背後に独一真神たる存在を認めざるを得ない。これが三大学則の目的である。

　人生観は，その独一真神の分霊，分体，分力としての人生観である。人類だけは神の理想の型ソックリにつくられている。他の物は，部分品であり楽屋の道具のようなものです。人類が主演であって，宇宙意志を代表しているのではないか，宇宙というものを理解することができる内容をもっているのではないか。

　明治三十年代には聖師の主張された教旨の「人は天地経綸の主体なり」という文章に対して，世間は（追加）そんなアホウなといっていたが，現在は，もうそれが現実に実現されて来て人類が宇宙を理解し活用する時代となった。人工衛星で月まで行くことも夢でなく実現した。宇宙の法則の理解はもう時間の問題になってきた。残っているのは人類が宇宙意志を理解する（出来る，に替える）ことです。ここまで行ったら「みろく神政の成就」であります。しかし，それも，もうそう遠くはない。ほとんど接近していると思われます。

　体と力の世界からはじめて，宇宙意志の世界である霊の世界にほんとうに入って，そこまでいたらなくては，物事は解決しない段階まで来ている。三大学則の第三条「活物の心性を覚悟して真神の霊魂を思考すべし」の段階にあらゆる問題が入って来たといえる。

　独一真神の全体，全力，全霊を理解し，真神の本体が，「幽の幽」から「幽の顕」，「顕の幽」，「顕の顕」と発展した段階や，層序を体得し，その下にあっての，人生の本義を知悉すべき時が来たと思われるのである。

大本教旨について
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木　庭　次　守　談

　宗教にかぎらず政治，芸術，教育でも，最も大切な問題は宇宙観である。哲学科学では，この宇宙はどうしてできているか，宇宙の組織はどうなっているか，さらに宇宙の組織となれば，宇宙はどうして創造されたか，宇宙はどうして動いているかが問題となる。

　十八世紀の宇宙観としては，宇宙を機械とみる宇宙機械観が長く支配していた。宇宙を生命を入れない機械とみたのである。十九世紀後半になって，宇宙を生命体と見る宇宙有機体観に進歩した。
　日本の神道，キリスト教，仏教などにも（ずいた，を省略），宗教の立場から地球をはなれた宇宙に理想の世界があるとする宇宙理想世界観があった。高天原の天国，須弥山兜率天とかがそれである。これは全部神と仏とかの絶対者が宇宙を創造したとみたのである。

　宇宙機械観では，科学の進歩とともに法則を絶対とし，神などない。一切は法則である。法則によって全体はひっついたり，合ったりしてすべては存在しているのだと考えた。

　中国や印度では，盤古太神や大自在天が成長したのが宇宙であるという汎神論が生まれた。ギリシャ神話のような多神論では，多勢の神がおって天地を造ったとしたが，それがだんだん進んでくるとユダヤ教のように一神論となり，一つの神が天地を造ったとする考え方に発展してキリスト教，マホメット教という思想が生まれた。

　したがって西欧の宗教学者たちは，宗教は多神教か一神教，万有神教（草も木も一切神とみる見方）の三つぐらいと分類し東洋まで調べに来ます。そしてびっくり仰天したのが仏教の存在であった。仏教は無神論であり霊魂を否定している宗教である。これには驚いたのである。これに汎神教という名称をつけた。すべてのものは神だとして来た彼等に，神を認めない宗教が存在していたのである。彼等は，スフィンクスにも霊魂の存在を認めていたのであった。形がこわれても霊魂はあるとみとめていたが，仏教の場合は，霊魂と物質が一緒で，物即神仏だといったので西欧の宗教学者の驚きは大変なものであった。こういう宗教がこの世にあって信仰している人があったといって大変驚きます。

　日本では，氏神信仰という祖先崇拝，産土信仰というその土地を開発した人をおがむ信仰，さらに国魂信仰という国に魂があるようだとする信仰，地方々々に個性性質があるから国魂神があるようだ。さらにその上に大国魂がかんがえられる。さらにそれを生んだ神があるようだとさがしていって，ついにイザナギ，イザナミの神をこしらえた。このように土俗信仰からまとめていくと国魂神にいたり，さらに国だけでは解決しない。天の神があるようだという考えにいたる。いわゆる国津神天津神の思想がでてきます。このように日本は多神教であって一神教ではなかった。

　これが聖師の出現によって，天御中主神，高皇産霊神，神皇産霊神を造化三神として，天御中主神が主神で，その顕現神が天照皇大神であるという考えにもっていかれる。ですから古事記を大本的に解釈し，宇宙を造化三神の命令で，その顕現であるナギナミ二神が造られたと，大正十年までは解釈された。

　そして霊界物語の出現によって，これが深められ改められます。言いおきにも，書きおきにもなかった神様があった，ナギナミ二尊が造り主ではない。国常立尊，豊雲野尊が実は造り主であったとする，神諭の神観が入ってきます。霊界物語の第一巻から第四巻までの「言いおきにも書きおきにもない」という事がでてきます。ナギナミ二神が創造されたのは，実は大洪水後の修理固成であったのだ，天災地変ののちの国土の修理であったという新しい大本神観が生まれてきます。

　結局，神観ということは，宇宙をどうみるかということで宇宙観の内容である。宇宙は物質の固まりであるとする宇宙観が無神論であり，神があると認める宇宙観が有神論で，そのあり方が一神論，多神論，万有神論，汎神論とする考え方があったわけです。そこへ聖師が出てこられて，神諭や高熊山での霊界の見聞によりまして，大元霊は一つである，その分身が，国常立尊であり，天地は相応じて宇宙は修理固成され動いているのだと示された。霊界物語では，国常立尊を中心にとかれているが，造化三神の仕事の一部の小宇宙神業としてとらえられている。したがって大本の神観は，一神論であるが単なる一神論ではない。一神が宇宙の萬有を創造してこれに霊力体を与えて，そして，その守り神までこしらえた。宇宙の創造主神は，直接に宇宙を守りたまわずその使い神を通じて宇宙を経営し運転されたもうとする。一神の活動が多神の活きだとする不思議な神観である。一神即多神，多神即一神という神観が示されます。

　聖師は，主神は愛善と真信，力を万有に与えているから，宇宙万有の不断の活動は主神そのものの神徳の顕現にすぎない。宇宙は主神の神徳に統御された大神人体であると示されている。この点が大本の宇宙観が，古今独歩である所以である。三大原則によって，宇宙の自然界を体，力，霊という順序で見ていくと，そういう結論になる。又神についても「神は万物普遍の霊にして」といってあるが，その神にも，幽の幽，幽の顕，顕の幽，顕の顕，の別あり，段階的，層序的区別が厳在する。同じ場所にありながら波長，霊的相違が存在しているとする。この説明は大変おもしろい。今日いう三次元，四次元，五次元，六次元，七次元ということが，すでに明治三十六年頃の随筆にみえている。その表現のため本田親徳の言葉をいさぎよく採用されている。しかし内容は聖師の考えと本田親徳翁との考えの厚みが違うのである。本田親徳翁は霊感によって組織の大綱は示したが，その内容はだいぶ違う。最もちがう点は，主神（幽の幽神）が肉体を持って顕現されたのが，幽の顕神という点である。主神が顕現されて活動されることであって，霊界においては日の大神，月の大神と顕現され，この世（現実界）においては素戔嗚命（ママ）といい現体（肉体）をもって活動したもうとする点である。霊界物語では，「宇宙の創造神ますみろくの大神は素戔嗚尊と身を現じて肉体を持ってこの世に顕現し教えられるのである。たしかに主神が出て来てご自分のことを吾々に教えてもらわないと吾々人類には分からない。「主神こそ主神を知る」のであって，「いかなる天使天人といえども主の大神のまします日の若宮の大経綸はわからない……」と示されているが，これが大本の価値である。「神は万物普遍の霊にして」という内容にその神の種別が含まれている。天津神国津神という日本的種別に幽・顕神という層序的段階的な区別が加えられた。これは宇宙の内容を理解するのに非常にすぐれた宇宙観であるといえる。

　さらに，その上に宇宙に精神界物質界の二つがあり，物質界を自然界ともいい，精神界を霊界ともいう。その両界が同じ所に存在しているとといている。両者の特徴は，霊界は時間空間を超越した意志想念の世界であり，現界は時間空間のある世界である。この霊界と現界が同じ場所に存在するというこの「同じ場所」という言葉は，「所」という言葉が現界的な言葉であるため不適当であるが，他に表現する適切な言葉がないので，聖師も一応使用されている。

　「神は万物普遍の霊にして」の万物は，宇宙ということである。宇宙とは何ぞやというと主神の霊の充満する世界である，この場合の神は精神界をさしており吾々の目に見えない世界をさしている。自然界は，神様の神しずまります御精霊体である。この御精霊体が地球であり宇宙であるというように説明された。

　それでは，人類とは何ぞやということについてであるが，ユダヤ教，キリスト教では，神様は人間を造られたが，人間は神の意志に反逆した。その後さすらいの旅を続け，エデンの園から追放された。その反逆の罪によってなやむのはあたりまえだ。それを救うためにメシア・キリスト・ミカエルが天から降る。その救い主が父神にたのむとゆるしてもらえるというのが西欧思想である。性悪説である。不思議なことに宗教は大本以外はすべて性悪説をとっている。大本だけが性善説をとる。面白いことに哲学者の中に性善説をとるものがある。倫理道徳家は性悪説をとるものが多い。すぐれた哲学者の思想は大本の出現の予告をしているといってもいい程である。ここのところが大本が世界の思想の中で最もすばらしいところです。

　次にアキツノトナメの問題がある。宇宙を霊界と現界という分け方もあるが，大宇宙と小宇宙が相似型をなしているとする。すなわち宇宙の組織が相似型をなしている。地球が日本列島と相似型をなしている，又人体の姿が実は宇宙の姿であるとする。この姿という言葉は，これは人間は大宇宙と同じ働きをしていると読まなくてはならない。人間の体，精神の機能と同じ働きを宇宙，地球はもっているのである。また日本そのものがそうなんだ，国土そのものが人体の働きの各部分をなしているのだと教えている。これは天下一品の教である。主神の真の理想の像が人体姿であるとする。「素戔嗚大神は人体姿と現じ」という表現はすばらしい。霊界物語第一巻の日地月の発生のところにも「神は金色の円柱となり…竜体と現じ…大きな剣膚の厳めしい角の多い一種の竜神は，人体化して荘厳尊貴にして立派な人間の姿に変化せられた」と表現されている。スウェーデンボルグは「主神は人体姿である」と霊界探検で見聞したことを少し書いているが，聖師は霊界物語の中で徹底的にとかれている。「人体化して」ということは宇宙創造からみた表現である。宇宙創造後の現在では，「神格化」の表現が適切である。この表現の差違は充分注意しなくてはならない。初心者には完成した世界を，勉強する人には創造の段階順序を講義しなくてはならない。

　「人は天地経綸の主体なり」については，人とは何ぞや，人は何のために生まれたかという問題であるが，聖師の「古事記のことども」にも「人生の根本義の不明，即ち人類は現世界に如何なる使命を帯び，如何なる必要ありて生まるるものなるか乎」と示される。人は本来神の子神の宮で神意実行の機関である。地上の天人である人は神の宮で（追加），神の宮とは神格の内流をたくわえるもので，その神の宮が地上に（追加）ふえると神の国になる。人間が向上して天国が神の理想に近づく。地上も又神の意志をくんだ人がふえることによって神国が実現する。

　また「神国とはなんぞや」（神政復古の本義）の中に「神業が国に満ちたのが神国である。神業が国に満たなくては神国ではない」と示されている。この神業を行うためには（のであれば，に替える），人間は神にならなくてはならない。神の活用の各部分を人類がするときこそ地上は神国となる（である，に替える）。よく御神業奉仕というが人間が御神業など奉仕できない。みな神でなくてはならない。神の一部でなくてはならない。

　人としてこの世に生まれた目的は，霊界物語第一巻にもあるように「日の大神と月の大神の霊をやどし，肉体は国常立命の主宰として神の経綸を実行する機関となしたもうた」と明示されている様に，人間を創造するときに神の意志を実行する機関として人類をつくられたのであって，したがって人生の目的は，地上天国建設にある。地上に天国の理想，神の理想を実現するのが，人生の最大目標である。

　地上は一方から云えば，天人養成の学校である。天人養成の学校では天人の勉強をせなくてはならない。そうすれば日々の生活は無窮の天国建設となる（である，に替える）。形体はすぐこわれる。その物質のオモチャをこわしつつ，人類は天人たる資格をそなえていく。天人の素質を発揮して（いくことが，を省略），人間は（の，に替える）日々の生活を続ける（である，に替える）。生活とは地上天国建設の天職を分担する職業のことである。人生の目的は祭教慣造の実行である。祭教とは宇宙の法則を神様から聞くことによって，それを実行していくこと，慣とは人類の和合であり，造は職業である適宜の事務である。人類は和合することに努力する。これはいつもしなくてはならない。人類は仕事をしなくてはならない。神の造化の神業の補助をしなくてはならない。これを職業といっており，また職業は地上天国実現のための天職の分担ということでもある。これが明確にならなければならない。適材適所による天職の分担であり，これが分かればこの世が大変明るくなってくる。こういう使命を自覚し愛善と真信の神格にみたされ自然の法則に合致した健康な生活をしながら神の意志を実現にうつしていく。

　「人は天地経綸の主体…」での（という，に替える）人は，人類を指しており，人類は神が地上に天国を造られるその神業経綸の主体性をもっておるわけで，だから「霊体合一して」，人類が主神の内流をうけ天使天人の入れ物となって活動しなければいけない。するとここに無限の神徳を発揮するのである。無限とは霊魂相応ということであるから，神が個々に与えただけの能力を完全に発揮することをも意味しているのである。大根は大根らしく，男は男らしく，女は女らしくなる。そうすればはじめて百科爛漫たる地上天国が実現するわけです。今日の世界のあらゆる不幸は全部同じものにしようとするところにある。ナスビでも種類が違うから味も違う。同じナスビをつくって一割高く売ろうとする思想であるから不幸になる，。本当は長いのもまるいのも全部必要である。それをどれぐらい必要か決めて生産していくのが人類の役割である。その面が職業である。

　　　　　　○

　綾部鶴山に建立されている教碑「神は万物普遍の霊にして，人は天地経綸の大司宰也，神人合一して茲に無限の権力を発揮*（八幡さま　*に替えて○に・の記号を入れてください）」と亀岡天恩郷の教学碑の「神は万物普遍の霊にして，人は天地経綸の主体なり，霊体合一して茲に無限の神徳を発揮す」の違いが問題となるが，鶴山々頂の教碑は，救世主である聖師の神格を示されたものである。明治三十二年九月八日に本宮山に降ったことを証されたもので，霊界物語第十六巻にある三十五万年前の神素戔嗚大神の神約（辛酉の年の九月八日に三十五万年たったらここに来て神政成就をする。国武彦命どうぞおまち下さいという神約）をはたすために本宮山にのぼられたその記念が鶴山の教碑である。

　「大司宰」の大は，一人の意味であり，「発揮*」の*は（八幡さま　*に替えて○に・の記号を入れてください），主神の意味である。『神の国』昭和三年七月号の神歌に，「ヒトとは言霊学上，大神人なり，高天原なり，聖地エルサレム也，天地間唯一の神留まり坐す肉体を称してヒトこそ謂ふ」といわれたのはこの教碑を解説されたものとして重要である。

　人類に教育する場所である亀岡にある教学碑は，「人は天地経綸の主体なり」と示し人類はこういう使命があることを教示されているのである。教碑では「無限の権力」と示され，教学碑には「無限の神徳」と示されているが，教碑は絶対の権威を発揮されるとの意であり，教学碑は霊魂相応の能力を発揮したらよいことを示されているのである。

　したがって，教学碑（学，を追加）は宇宙の造り主の神徳をとかれたわけである。この点を充分注意すれば大本の教旨に対する理解は充分できる。

　大本教旨は，みろくの世の宇宙観，人生観を明示されたもので，霊界物語ではあらゆる立場から細かくわかりやすく説かれているのである。宇宙観が確立しないと根本が確立しない。宗教は，神観（宇宙観）と人生観を明示することであって，以上の二大根本義がわかれば一切万事の方向がきまる。霊界物語では，宇宙観，人生観について各国の人種にあうようにくりかえしくりかえし説かれた。日本の場合は，どれを採用して説くかも示されているのである。中国ではどうか，インドではどうかと同じ人生観の説き方をていねいに示されている。その立場をとって，大本教旨は虎の巻であるから，その答えに達する様に三大学則の考え方によって示されている。神人一致という見出しで，教旨という答えを書いて，三大学則という「学び方をかくせよ」と示されている。宇宙という霊力体の大教典があるから，人為の書巻を学ばなくてもよい。学び方については大本神諭，霊界物語にくわしく説いておいたから，それで学んでほしいと示された。これが徹底されなくてはならない。
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